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環境と複数の昨日グループ, 第3回金沢大学21世紀COEシンポジウム「環日本海の環境計測

と長期・短期変動予測」COE若手研究者ポスター発表集, 52, 2005. 3, 金沢市. 

　56 ） Putra, R. E., Nakmaura, K., Restration effect on pollination system in satoyama terraced paddies, 

第3回金沢大学21世紀COEシンポジウム「環日本海の環境計測と長期・短期変動予測」COE若

手研究者ポスター発表集, 53, 2005. 3, 金沢市. 

　57 ） Nakamura, K., Satoyama problems in Ishikawa Prefecture: Biodiversity Research, Conservation 

and Regional Cooperation. First Ishikawa Roundtable Seminar on "Responsive Institutions and 

Sustainable Development",（いしかわ国際協力研究機構, IICRC）. 2005. 4. 25, 金沢市. 

　58 ） 中村浩二, 『里山の自然から見た北陸地域の環境問題』. 第1回大学連携ライフサイエンスセ
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ミナー . 石川県産業創出支援機構（ISICO）, 石川県立大学, 2005. 7. 13, 金沢市. 

　59 ） 中村浩二,『石川県の里山生態系：管理による生物多様性保全』, 「里山と水辺環境を守るため

の協働シンポジュウム」, 2005. 9. 3, 珠洲市. 

　60 ） 中村浩二,『里山が守る生物多様性』, 農業環境工学関連7学会2005年合同大会, 合同シンポジ

ウム「中山間地域の活性化に果す農業環境工学の役割」, 2005. 9. 14, 金沢市. 

　61 ） Nakamura, K., "Experiences of Satoyama Conservation in Southeast Asia and Japan. Ishikawa In-

ternational Cooperation Research Centre（IICRC）（いしかわ国際協力研究機構, IICRC）, 第2回

いしかわラウンドテーブル・セミナー「里山の保全：東南アジアと日本の経験」, 2005. 10. 

8, 金沢市. 

　62 ） 中村浩二,『石川の里山：生物多様性と問題点』, "第4回北陸現地ワークショップin金沢「加賀

の風土」～水と生き物を考える』", 応用生態工学会, 2005. 11. 12, 金沢市. 

　63 ） 中村浩二,『石川県の里山問題：能登半島にトキは復活するか』, 野生生物保護学会公開シンポ

ジウム「野生生物保護の可能性と未来」, 野生生物保護学会, 2005. 11. 20, 金沢市. 

　64 ） 中村浩二,「大学と地域をつなぐ, 『角間の里』から加賀・能登の里山へ」, 朝日・大学パートナー

ズシンポジム「人をつなぐ　未来をひらく　大学の森－里山を『いま』に生かす」, 朝日新聞

社・金沢大学・龍谷大学, 2005. 12. 17, 金沢市, 京都市（2元開催）. 

　65 ） Kinasih, I., Nakamura, K., Change in the Diversity and Structure of Soil and Litter Animal during 

the Restoration of Satoyama in Kanazawa, Japan. ���������	
�����
�����������	���
���
�����	������

��������	�
�������
���������������������. 2006. 3, Niigata. 

　66 ） Trisnawati, I., Nakamura, K., Changes in the diversity and structure of Diptera communities dur-

ing the restoration of �������� in Kanazawa, Japan, The 53rd Meeting of Ecological Society of 

Japan. 2006. 3, Niigata. 

　67 ） Putra, R. E., Nakmaura, K., Plant-pollinators relationship in restored satoyama paddy fields in Ka-

nazawa, Japan. ��������������	�
��, The 53rd Meeting of Ecological Society of Japan, 2006. 3, 

Niigata. 

　68 ） 田辺慎一, 木村一也, 大脇　淳, 中村浩二, 分断化がコナラの受粉効率と散布前堅果捕食に及

ぼす影響：豊凶年度間の比較. 第53回日本生態学会, 2006. 3, 新潟市. 

　69 ） 菊池知子, 中村浩二, 里山の棚田復元に伴う水田の昆虫類・クモ類の変化について, 第53回日

本生態学会, 2006. 3, 新潟市. 

　70 ） 木村一也, 田辺慎一, 大脇　淳, 中村浩二. 里山林の分断化が鳥による種子散布パタンに及ぼ

す影響：果実の豊凶と飛来鳥数の関係. 第53回日本生態学会, 2006. 3, 新潟. 

来学した外国人研究者

　1 ） Hasan, N., Director, Jambi Assessment Institute for Agricultural Technology, Jambi, Indonesia, 

2002. 5 - 7. （インドネシア国立ジャンビ農業試験場長）, 日本学術振興会論博事業による研究

指導（課題名：スマトラの高原における食葉性テントウムシの個体群の長期動態）. 

　2 ） Hasan, N., Director, Jambi Assessment Institute for Agricultural Technology, Jambi, Indonesia, 

2002. 12. 26 - 2003. 3. 25. 

　3 ） Leksono, A. S., Lecturer, Brawijaya University, Malang, Inodonesia, 2003. 2. 20 - 3. 9. 
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　4 ） Ren, Yi, Professor, School of Life Science, Northwest University, Xi' an, 710069, China. 2003. 3. 

16 - 3. 21. 

　5 ） Storozhenko, S. Y., Senior Researcher, Institute of Biology and Soil Science, Far East Branch of 

Russian Academy of Scienses, 690022, Vladivostok-22, Russia. 2003. 3. 15 - 3. 22. 

　6 ） Cho, Soowon, Professor, Dept. of Agricultural Biology, Chungbuk National University, 

Cheongju, 361-763, Korea. 2003. 3. 17 - 3. 21. 

　7 ） Lyu, Dong-Pyeo, Doctorate Student, Dept. of Agricultural Biology, Chungbuk National Univer-

sity, Cheongju, 361-763, KOREA. 2003. 3. 17 - 3. 21. 

　8 ） Lee, H., Director, Eco-Tech Institute of Environmental Ecology and Director of Communication 

Ornithological Society of Korea, New Hanjin Off. #1905 535-5 Bongmyungdong, Yusunggu, Dae-

jeon, 305-301, Korea. 2003. 3. 16 - 3. 19. 

　9 ） Leksono, A. S., Lecturer, Brawijaya University, Malang, Inodonesia, 2003. 4. 20 - 10. 30. 

　10 ） Hasan, N., Director, Jambi Assessment Institute for Agricultural Technology, Jambi, Indonesia, 

2003. 9. 1 - 11. 29. 

　11 ） Leksono, A. S., Lecturer, Brawijaya University, Malang, Inodonesia, 2003. 12. 20 - 2004. 1. 16. 

　12 ） Hsyim, A., Research Institute for Fruits, Solok, Sumatera Barat, Indonesia, 2004. 1. 6 and 2004. 

3. 1 - 3. 31. 

　13 ） Cho, Yong Bok, 韓国, 韓南大学自然史博物館研究員, 2004. 8. （里山の生物多様性研究に関す

る打合せ）. 

　14 ） Hasan, N., Researcher, Sukarami Assessment Institute of Agricultural Technology, 2004. 8 - 11. 

（インドネシア, 国立スカラミ農業技術研究所研究員）, 日本学術振興会論博事業による研究

指導（課題名：スマトラの高原における食葉性テントウムシの個体群の長期動態）. 

　15 ） Sih Kahono, インドネシア, インドネシア科学院生物学研究所動物部門研究員, 2004. 9 - 11. 

平成16年度帰国外国人留学生短期研究制度による研究指導（課題名：西ジャワ州Halimun国

立公園の熱帯山地林の昆虫の多様性に関する生態研究）. 

　16 ） Erniwati, インドネシア, インドネシア科学院生物学研究所動物部門研究員, 2004. 9 - 10. （イ

ンドネシアにおけるバナナセセリの個体群動態研究）. 

　17 ） Sri Muladono, インドネシア, インドネシア科学院生物学研究所動物部門研究員, 2004. 9. （イ

ンドネシアにおける個体群動態研究の打合せ）. 

　18 ） Hasan, N., インドネシア, 国立スカラミ農業技術研究所研究員, 2005. 6 - 12. （日本学術振興

会論博事業による研究指導. 課題名：スマトラの高原における食葉性テントウムシの個体群

の長期動態）. 

　19 ） Choi, Sei-Woong , 韓国, モッポ大学, 助教授, 2005. 6. （日韓の里山の生物多様性比較研究の

ための研究打合せ）. 

　20 ） Leksono, A. S., インドネシア, ブラビジャヤ大学, 講師, 2005. 8. （里山の生物多様性調査に

関する研究打合せ）. 

　21 ） 朱衛紅, 中国, 延辺大学, 理学部, 講師, 日中の里山比較研究のための研究会. 

　22 ） Rainus, T., スウェーデン, スウェーデン農科大学, 講師, 2005. 10. （個体群生態学に関する研

究打合せ）. 

　23 ） Chetinkaya, G., トルコ国籍, 日本学術振興会外国人特別研究員, 2005. 11. 1 - 2007. 10. 31. （研

究課題名：北陸の里山生態系における生物多様性：現状, 問題点および保全・活用に向けて

の提言）. 
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　24 ） Altan, T., トルコ, Cukurova大学, 教授, 2006. 2. （トルコ及び日本の里山に関する研究打合せ）. 

　25 ） Sei-Woong Choi , 韓国, モッポ大学, 助教授, 2006. 3. （COEシンポ出席）. 

　26 ） Storozhenko, S. Y., Senior Researcher, Institute of Biology and Soil Science, Far East Branch of 

Russian Academy of Scienses, 690022, Vladivostok-22, Russia, 2006. 6. 14 - 6. 21.（ILEEC2006）. 

　27 ） Cho, Yong Bok, 韓国, 韓南大学自然史博物館研究員, 2006. 6. 15 - 6. 18. （ILEEC2006）. 

　28 ） 周 儒, 台湾, 国立台湾師範大学, 環境教育研究所, 教授, 2006. 7. 11 - 7. 18 . （アジア里山環境

教育研究フォーラム 『台湾における自然をテーマとした環境教育の取り組みと成果』, 講演

「台湾における環境教育と自然センターの任務と成果」）. 

　29 ） 張　子超, 台湾, 国立台湾師範大学, 環境教育研究所, 副教授, 2006. 7. 11 - 7. 18 . （アジア里山

環境教育研究フォーラム 『台湾における自然をテーマとした環境教育の取り組みと成果』, 

「台湾の学校におけるESDをコンセプトとした環境教育の実践と成果」）. 

　30 ） 金才賢, 韓国, 建国大学校, 生命環境大学環境科学科, 副教授, 2006. 8. 11 - 8. 14. ［金沢大学「角

間の里山自然学校」アジア里山フォーラム, 講演：『韓国における森づくりと環境NGO』（1）生

命の森のVISIONと活動, （2）韓国の伝統むら森の価値と復元］. 

他研究機関との共同研究状況

　1 ） 中村浩二, インドネシアにおける昆虫類の生物多様性および昆虫個体群長期動態（インドネ

シア科学院, バンドン工科大学, アンダラス大学, ジャンビ農業技術試験場等）, 1980-現在. 

　2 ） 中村浩二, インドネシア・西スマトラ州のチョウ類の生態と保全, Dahelmi（アンダラス大学）, 

中野　進（広島修道大学）, 1990-現在. 

　3 ） 中村浩二, 食葉性テントウムシの種分化と個体群動態, 片倉晴雄（北海道大学）, 1990-現在. 

　4 ） 日本海側多雪地帯の昆虫群集の特性（石川県白山自然保護センター , 石川県林業試験場）, 

1990-現在. 

　5 ） 中村浩二, 金沢城公園の生態系における生物多様性の保全（石川県林業試験場, 河北潟湖沼

研究所, 環境公害研究センター）, 1993-現在. 

　6 ） 中村浩二, 西太平洋・アジア生物多様性研究機構（DIWPA）/国際生物多様性観測年」（IBOY）, 

北山兼弘（京都大学生態学研究センター）, 湯本貴和（総合地球環境学研究所）, 戸田正憲（北

海道大学）, 他, 1995-現在. 

　7 ） 中村浩二, アザミ属に含まれる植食性テントウムシに対する摂食忌避化学成分の研究, 西田

律夫（京都大学大学院農学研究科）, 1995-2000. 

　8 ） 環日本海－北陸地域の里山等の生態と保全（韓国・韓南大学, 韓国・モッポ大学, ロシア科学

アカデミー , 石川県立大）, 2001-現在. 

　9 ） 木村一也, 種子散布研究会および「みのりプロジェクト」（種子分散全国一斉調査ネットワー

ク）, 上田恵介（立教大）・福井晶子. 2001-現在. 

　10 ） 中村浩二, 熱帯昆虫の個体群動態, Charles Godfray（Centre for Ppoulation Biology, Imperial 

College, UK）, 2002-現在. 

　11 ） 田辺慎一, 持続的森林利用オプションの評価と将来像, 中静透, 総合地球環境学研究所, 2002-

現在. 

　12 ） 中村浩二, 鴨池総合研究, 敷田麻美（金沢工業大学）, 安室　知（国立歴史民俗学博物館）, 梅本
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勝博（北陸先端大）, 他, 2003-現在. 

　13 ） 田辺慎一, ミズナラを取り巻く生物群集をモデル系とした生物多様性インヴェントリーと

生態的分類, 戸田正憲, 北海道大学低温科学研究所, 2003-2005. 

博士取得状況

　1 ） 岩西　哲, 博士（理学）ヤマトアシナガアリにおける女王－ワーカー間コンフリクトと社会

維持機構について, 2004. 3. 

　2 ） Herwina, H., 博士（学術）, Seasonal changes in species composition and abundance of ants in small 

yard grounds in West Java, Indonesia（インドネシア西ジャワ州の庭園におけるアリ類の種構

成と個体数の季節変化）, 2005. 9. 

　3 ） Hasan, N., 博士（学術）, Population dynamics of the phytophagous lady beetle ���������	
������


������������（Coleoptera: Coccinellidae: Epilachninae）in a Sumatran highland, Indonesia ［イン

ドネシア, スマトラ島の高地に生息する食葉性テントウムシ���������	
������
��
��������

（甲虫目：テントウムシ科：マダラテントウ亜科）の個体群動態］, 2006. 3. 

　4 ） 宇都宮大輔, 博士（理学）, 金沢市角間丘陵と金沢城公園の送粉生態系の比較研究, 2006. 3. 

　5 ） 赤石大輔, 博士（理学）, 金沢市の里山におけるキノコ類とキノコ食昆虫の生物多様性と相互

作用, 2006. 3. 

　6 ） 井下田寛, 博士（理学）, カシノナガキクイムシの移動と分布に影響を及ぼす要因の解明, 

2006. 3. 

　7 ） 大脇　淳, 博士（理学）, 里山のチョウ類とゴミムシの多様性：里山の林分のパッチ構造と都

市化の影響, 2006. 9. 

　8 ） Linawati, 博士（学術）, Change in diversity and structure of ground arthropod communities during 

the restoration of satoyama in Kanazawa with special reference to ground beetles（Coleoptera: 

Carabidae）［金沢の里山の再生過程における地表性節足動物の多様性と群集構造の変化, 特

に地表歩行性甲虫類（コウチュウ目：ゴミムシ科）］, 2006. 9. 

学術賞等の受賞状況

　1 ） 田中誠二, 片桐千仭, 新井哲夫, 中村浩二, 日本昆虫学会賞（2002年度最優秀論文賞）, Continu-

ous variation in wing length and flight musculature in a tropical field cricket, �����������	
�����

������: implications for the evolution of wing dimorphism. ���������	
�. 4（2）, 195-208. ［ツチイ

ロエンマコオロギの翅長と飛翔筋に見られる連続的な変異：翅型二型現象の進化. 昆蟲（日

本昆虫学会和文誌）6（3）, 135-140］. 2003. 9. 

　2 ） Tanabe, S., Toda, M. J., Vinokurova, A. V., 日本生態学会, Ecological Research Award　受賞, 

2002. 3. 

　3 ） 中村浩二, 小路晋作, 2003年度いしかわコンピュータグラフィックス（CG）コンテスト（学都

金沢文化祭, 2003. 9）［大学生部門受賞作品］最優秀賞　井上　智文（金沢大学理学部, 計算科
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学科4年）「湯涌の自然　テントウムシの飛翔」に対するデータ提供とアドバイス. 

科学研究費等の受領状況

　1 ） 中村浩二（代表,「角間の里山自然学校」）, 文部科学省「地域貢献特別支援事業」のうち『金沢大

学「角間の里山自然学校」：大学周辺の里山を活用した青少年・地域住民の学習活動プログ

ラムの研究開発』, 平成14-16年, 30,050千円（うち金沢大学負担分6,000千円）. 

　2 ） 中村浩二（代表）日本自然保護協会ProNatura研究助成（国内）, 金沢城公園における樹木伐採

等の攪乱が動植物と生態系に及ぼしつつある影響, 平成15--16年, 1,000千円. 

　3 ） 中村浩二（代表, 「角間の里山自然学校」）, 文部科学省地域貢献支援特別経費, 金沢大学「角間

の里山自然学校」を拠点とした自然共生型地域づくり, 平成17-21年（うち, 平成17-18年）, 1, 

120,000千円. 

　4 ） 中村浩二（代表）, 笠木哲也（申請）, 富士フイルム・グリーンファンド, 研究者と市民の協働に

よる里山の生物多様性保全のための活動及び調査, 平成17-18年, 1,568千円. 

　5 ） 中村浩二（代表）, 早川和一（分担）, 学術振興会科学研究　基盤C, 長期間放置されていた棚田

の復元に伴う生物多様性の変化, 平成18-19年, 3,500千円. 

　6 ） 中村浩二（代表, 角間の里山自然学校）, 三井物産環境基金, 能登半島・里山里海自然学校の設

立. 平成18年-20年（うち平成18年分）, 10,000千円（うち130万円は金沢大学負担分）. 

　7 ） 中村浩二（代表）, 石川県企画振興部高等教育振興室, 地域課題研究ゼミナール「奥能登の里

山生態系：生物多様性の現状と問題点」, 平成17-18年, 600千円. 

　8 ） 中村浩二（代表）, 共同研究（三井住友建設）, 植物の重金属等浄化機能と植物種の選定に関す

る共同研究, 平成15-18年, 801千円. 

地方公共団体との連携（現在のみ）

　1 ） 中村浩二, 石川白山自然保護調査研究会, 1999-現在. 

　2 ） 中村浩二, 石川白山地域自然保護懇話会委員, 1995-現在. 

　3 ） 中村浩二, 石川県都市計画地方審議会, 1997-現在. 

　4 ） 中村浩二, 石川県里山自然園検討会委員, 2001-現在. 

　5 ） 中村浩二, 石川県いしかわ自然学校長アドバイザー会議委員, 2001-現在. 
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